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プの努力を向かわせるプロセス（Eisenhardt, 1985；Flamholtz et al., 1985；










































（Jaworski, 1988；Flamholtz et al., 1985；Eisenhardt, 1985；Ouchi, 1977, 
1979；Tompkins & Cheney, 1985）」または「組織目標を達成させるために，
マネジャーが組織メンバーを動機づけるプロセス（Jaeger & Baliga, 1985；
Merchant, 1988；Ouchi, 1977, 1979；Snell, 1992）」として広義に捉えられてき
た。他方，多様な観点から狭義のコントロールが論じられてきた。たとえば，
「ヒエラルキーに基づく権限システムを通じてルールを作り出し，監視するこ
と（Weber, 1947；Blau & Scott, 1962）」，「組織における個人間の影響関係を
総和したもの（Tannenbaum, 1968）」，「組織の規範・ルール・目標に個人と集













































FC IC FC IC
IT 低 高 IT 高 高高
BT 低 高 BT 高 高
OT 低 高 OT 高 高
市場型システム 官僚型システム
FC IC FC IC
IT 低 低 IT 高 低低
BT 低 低 BT 高 低
OT 高 高 OT 高 低
???????????????????
図表１．コントロール・コンフィギュレーション・モデル
出所：Cardinal et al., 2010, p. 63
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ル・コントロール（formal control: FC）とインフォーマル・コントロール
（informal control: IC）に区分される。FC には成文化されたルールや標準化さ
れた手続きのような制度上のメカニズムが含まれる。一方，IC には従業員の
行動を方向づける価値観，規範，信念が含まれる。また歴史的にみれば，初期
のコントロール論（Anthony, 1952；Barnard, 1938；Blau & Scott, 1962；Mer-
chant, 1985）では，「公式性（formality）」に基づく FC を中心とした議論が展
開されつつ，インフォーマルのロジックによる IC の重要性も認識されている。
さらに，近年の研究（Cardinal et al., 2004；Long et al., 2002；O’Reilly & Chat-
man, 1996；Sitkin & George, 2005）では，コントロール・メカニズムがフォー
マルな側面とインフォーマルな側面を同時にもつとする見方も増加している。




















































対して重要な役割を果たし（George & Chattopadhyay, 2005），組織の一員と
して得られる所属感やメンバーシップによって個人は自身の利益を犠牲にして
組織の利益を優先することも考えられる（Dutton et al., 1994；Pratt, 1998）。






































Gergen, 1971；Tajfel & Turner, 1979；Turner, 1982）。個人的アイデンティ
ティは，親子関係・恋人関係・友人関係といった特定他者との関係から生ずる
自己記述であり，社会的アイデンティティは，国・人種・性別・宗教・大学・
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会社などといった集団や社会的カテゴリーのメンバーであることから生ずる自














バーシップと密接な関わりをもつため（Ashforth & Mael, 1989），組織コント
図表２．自己の構造


















ティを維持・獲得しようとすると仮定される（Hogg & Abrams, 1988；Hogg 



















et al., 1999；Tajfel and Turner, 1986），他のカテゴリー内メンバーと共通の何
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考える傾向があるかどうかによって決定されるからである（Cooper & Thatcher, 
2010）。










（Ashforth et al., 2008）。だが，既存研究では個人か社会かという２側面のみが
議論されており，このような単純な見方では，多様な人間行動のモチベーショ







己に対するイメージを総称するものである。こうした Brewer & Gardner の
研究は，後に検証が重ねられ（e.g., Gabriel & Gardner, 1999；Kashima & 











Brewer & Gardner, 1996；Brickson, 2000, 2005）。
図表３．自己表象のレベル
分析レベル 自己概念 自己評価の根拠 準拠枠 社会的動機の根拠
個人 個人的 特徴 個人間比較 自己の利益
対人関係 関係的 役割 反映 他者の利益
集団 集団的 集団プロトタイプ 集団間比較 集団の繁栄
出所：Brewer & Gardner, 1996, p. 84














































社に所属する個人（a）を例として挙げてみよう。A 社の一員である a の１次的
関係は，A 社のソトの対人関係であり，両親，友人，恋人といった関係が考










トロールの理念型モデル（ideal type of control）を提示した。すなわち，（1）
直接的監督と公式的なルールに基づいた「直接的かつ完全な介入（１次的コン
図表４．組織的文脈におけるアイデンティティ志向











２次的関係 同僚，上司，部下… 他者の利益 関係志向
２次的集団 会社または組織 集団の利益 集団志向
出典：筆者作成






　この点について Martin et al（1998）は，「直接的介入コントロール」と「不
介入コントロール」に大別し，介入戦略を「官僚的コントロール」，不介入戦
略を「規範的コントロール」と名付けた。しかし，Perrow の考えをベースに
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